
石油化学工業協会 

 ２０２０年４月実績概要（メモ）  

（２０２０．５．２１） 
 
定期規模の増加と稼働率要因からエチレンをはじめ、各誘導品の生産も大幅な減産が続く。 
 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ４６５，４００トン  
 前 月  比     ＋２．６％（＋１１，９００トン） 
 前年同月比    ▲９．７％（▲５０，１００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月８８．７％ → 当月９１．４％ ← 前年同月９５．７％ 
定修プラント：前月 ２社２プラント → 当月 ２社２プラント  ← 前年同月 １社１プラント 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、日数減に加えて、定修規模差や稼働率要因が相合わさり PP、PS、塩ビ樹脂、塩ビモノ

マー、MMA モノマー、BR、ベンゼンなどの１０品目がマイナス。SM、EO、EG、AN、SBR、ト

ルエンなどの７品目は、主に定修規模差からプラスとなった。 
前年比では、定修規模差と稼働率要因等から LD、HD、PP、PS、塩ビ樹脂、塩ビモノマー、MMA
モノマー、EO、EG、AN、SBR、BR、ベンゼン、トルエン、キシレンなどの１７品目全てでマイ

ナスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、日数の減少がある中、定修規模差や稼働率要因の増減要素が絡み LD、PP、PS はマイ

ナス、HD は微増となった。 
前年比では、定修規模の増加や稼働率要因から４樹脂揃ってのマイナスとなった。 

ロ）国内出荷 
前月比は、LD では、前月に減少したフィルム分野、ラミネート分野の出荷が当月は増加しプラス。

一方、HD はパイプ分野等の出荷減少から、PP は、射出成形分野の大幅な減少からマイナスとなっ

た。PS は、前月の出荷が一時的に増加した側面もあり当月はマイナスに転じることとなった。 
前年比は、緊急事態宣言下の外出自粛に伴う個人消費の急減や輸送機械及び関連産業における断続

的な工場の停止等の影響もあり、PE のフィルム分野、PS での包装資材関連の出荷が減少するとと

もに、PP における産業用途向けの射出成形分野の出荷が減少し、４樹脂ともにマイナスとなった。 
ハ）輸    出 

前月比は、前月にポリオレフィンでは期末要因等から輸出の増加がみられたが、当月は減少し PS と

ともに４樹脂でマイナスとなった。 
前年比では、前年の輸出量が PS を除いてやや低位であったことも関係し、LD、HD、PP でプラス、

PS のみは逆にマイナスとなった。 
ニ）在    庫 

在庫量は、LD、HD、PP、PS の４樹脂で減少した。在庫率(季節調整済）は前月に対して LD、HD
は低下、PP、PS は上昇した。在庫水準としては、LD、HD はほぼ適正水準、PP、PS はやや高め

となっている。 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ▲ ３．２ ％ －  
 定修要因等 ＋ ２．５ ％ ▲ ５．１  ％  
 能力増減 － ＋  ０．１ ％  
 稼働率変動 ＋ ３．３ ％ ▲  ４．７  ％  
 生産増減率 ＋ ２．６  ％ ▲ ９．７  ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
３月末 ４月末 

L D ▲２３，８００ ３．６ ３．２ 
H D ▲１６，８００ ３．１ ２．９ 
P P ▲ ３，１００ ３．０ ３．２ 
P S    ▲ １，０００ １．７ ２．０ 


